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   Three cases of urogenital malignancy were treated with 80-120/m2 of cisplatin by a 0.5-hour (rapid) 
or 4-hour (slow) infusion. Each patient received three courses of repeated chemotherapy. The 
kinetics of total platinum was measured up to 48 hours in the blood and urine. The blood peak 
concentrations were achieved 6.0 pg/ml by rapid infusion, 2.0 ug/ml by slow infusion. The time de-
pendent urinary excretion rate against total administered dose was 40% in 60 min. by rapid infu-
sion, 20% in 16 hours by slow infusion. The volume of distribution correlated with infusion time. 
Rapid infusion way of cisplatin could be better to treat the patient with bulky tumor mass or 
patients with uroepithelial cancer like CIS, because a higher blood and urine concentration can be 
obtained than by slow infusion.
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は じ め に
泌尿r_iiF科領域ではcisplatinは 睾丸腫瘍を始めとし
て広 く尿路性器癌の治療に用いられるようになってき











投与の方が優れているのではないか と考 えてい る.
このたび3例 の尿路性器癌に対して,80～120/m2の
cisplatinの 大暴:一括投与を行ない,点 滴注入速度を
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Tablel.CDDP大 量反 復 投 与 症 例





































































てお り,大 部分のcisplatinは 蛋白結合しているもの





尿中排泄は2時 間で20%を 少し越えるのみで,体 内残













































































症 例(F.A.):stageIlbの睾 丸 腫 瘍 患者 でVAB
VIの プ ロ トコー ル(CDDP,CPM,VBL,BLM,
ACD)に 従 い120mg/m2のcisplatin投与 が 行な
われ た.Fig.2aは30分 間 投 与,Fig.2bは45分 間 投
与 の 場 合 の体 内動 態 を 示 して い る.最 高 血 中濃 度(●)
は30分 投 与 で6μg/mlと45分 投 与 の場 合 に比 べ て2
倍 以 上 高 くな って い る.本 症 例 で は1時 間 以 内に 大 量
の薬 剤 を投 与 す る急 速投 与 法 で あ るた め,そ の累 積 尿
中排 泄(○)は きわ め て速 く1時 間 以 内 に40%以 上 が
排 泄 され て い る.し た が って体 内残 存量(△)は 計 算
上2時 間 で85～90mg.24時 間 で70～85mgと 急 速
に減 少 して い る.血 中 濃度 の値 をtwocompartmcnt
openmodelを 用 い て解 析 した と ころ,半 減 期 はn
相 で5～26分,β 相 で63～520時 間 で あ った,治 療 に
よる臨 床 効 果 は 本療 法3ク ー ル施 行 後 で,後 腹 膜 に 認
め られ た クル ミ大 の リンパ節 は 石 灰 化を 伴 う完 全 な 壊
死 に 陥 って い た.
症 例(T.T.):18歳 の排 尿 困難 を主 訴 と して来 院 し
た男 性 で 前 立腺 の腫 大 を 認 め,生 検 の結 果 前 立腺 横 紋
筋 肉腫 の 診 断 を 受け た 患 者 であ る.cisplatinを 主 体
と した 多 剤 併 用療 法(CDDP,ADM,CPM,VP.16)
を3ク ール施 行 後,著 明な 腫瘍 の縮 小 を 認 め た.Fig.
3a,bは 治療 前 後 の 尿 道膀 胱 造影 で あ るが,治 療 後 は
後 部 尿 道 の圧 迫 も消 失 し正 常排 尿 も可 能 とな りPRの










てお り,最 高血中濃度(●)は 点滴終了直後で約2.0μgl
mlを 示 している.一 方,尿 中排泄(○)は16時 間 目で
も総投与量のやっと20%程 度であった.し たがって体
内残存量(△)も 計算上100mgを 越えている.半 減期











































































































と高 く,尿 中排泄も速 く投与後1時 間以内に40%以 上
が尿中に排泄されている.体 内残存量は2時 間 目で
100mg以 下になっている.一 方,緩 速投与では投与











TaUle2は3症 例,6回 投与分の総投与量,点 滴速
度,分 布容積,半 減期をまとめたもので あるが症例
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あったと報告 している.ま た尿中排泄は3つ の投与方






Vugrin2・3)ら は,100mg/m2を20分,24時 間,5日 間
分割の3種 類の投与スケジュールで非小細胞癌に対す








































ず位置,大 きさ,部 位に応 じてその投与方法,投 与期
間などが慎重に検討されねばならないと考えている.
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